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Ⅰ 自主事業（財産運用収入事業・施設目的推進事業）

１ 県民の学習活動の支援（７事業）

時代の急激な進展と社会の成熟化に伴い、県民のライフスタイルは多様化してきている。また、団塊の
世代が退職しつつある中、生涯学習に対するニーズはますます高まっている。
こうした、学習ニーズに応じるため、県民一人ひとりがいつでも自由に学ぶことができ、自己実現がで

きるよう全県的視野に立って広域的な学習活動の支援を行った。

実 施 概 要
事 業 名

対 象 参加人数 実施方法 備 考

「人づくり・地域づくりフォーラム 県民 1,238人 歓迎コンサート、 ｢実践に学ぶ人づく
ｉｎ山口」開催事業 (内訳) ビッグ鼎談、実践 り・地域づくり」の

23.2.19～20(１泊２日) 県内891人 事例発表、交流会、 の発行(800部)
県外347人 パネルディスカッ
26都道府県 ション、記念講演、

「夢トークｉｎやまぐち」講演会 県民 1,193人 講演会４回
22. 6.27 野口 健 (307人)
22. 8.20 大野 勝彦 (304人)
22.11.17 小川 三夫 (296人)
23. 3. 5 涌井 雅之 (286人)

環境学習講演会 県民 80人 講演会１回
23. 1.30 高木 雄次

高齢者介護体験講座 県民,介護関連職従 59人 1日（２回）
事者

生涯学習活動グループ支援事業 県内の生涯学習活 17団体 活動費の助成 審査委員会で選考
動グループ

環境学習推進事業 40,866人
・環境学習コーナーの整備、情報提供 県民 (5,813人) 展示内容更新(4回)
・環境教材づくり、学習教材の整備・貸 教員・市町担当者・ (53人) 情報誌(4回)

出の普及 環境学習指導者 ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ(12回)
・山口県環境学習推進協議会の開催 民間団体等 協議会２回
・環境活動団体等交流会の開催 交流会１回
・やまぐちいきいきエコフェア (35,000人) イベント

環境学習指導者バンク事業 民間団体 4,110人 指導者派遣（79回）
こどもエコクラブ

※ 公開講座

（１）自治研修部公開講座（２講座）

実 施 概 要
事 業 名（研修名）

対 象 参加人数 実施方法 備 考

県 民( 9名)
民法講座 県民、県・市町職員 81名 2日、1回 県 職 員(34名)

市町職員(38名)

県 民( 6名)
行政法基礎講座 県民、市町職員 28名 2日、1回

市町職員(22名)

（２）社会福祉研修部公開講座（３講座）

実 施 概 要
事 業 名

対 象 参加人数 実施方法 備 考

小･中･高生、婦人会、
介護入門講座 老人クラブ等の団 1,267人 １日及び半日 46回

体、企業等

介護技術専門講座 県民 103人 10日

巡回介護講座 県民 84人 出前講座、１日 5回
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（３）やまぐち総合教育支援センター公開講座（４講座）

実 施 概 要
事 業 名

対 象 参加人数 内 容 会 場

わくわく、どきどきサイエンス 小学校3～6年生 74人 人工雷で遊ぼう！
（４回開講） （保護者同伴） －稲妻が走る

影絵作り－

天体観測入門 一 般 135人 プラネタリウム投影
（６回開講） （中学生以下は 「今晩の星空」

保護者同伴） 天体観測
・天体望遠鏡による星の観測
・季節を代表する星座の観測

＜一般＞
プラネタリウム イン セミナーパーク 一 般 168人 星座解説
（６回開講） （小学生以下は 「夏の星座」

保護者同伴） 番組投影
「魔女と一緒に天の川
旅行」

＜小学校団体＞

プラネタリウム イン セミナーパーク 団体での見学を 318人 季節の代表的な星座の見つけ方

（受入期間 5,10,11月) 希望する小学校 星座早見の使い方
番組投影
（5月投影）
「宇宙人はいるの？」
（10,11月投影）
「伝令の神ヘルメス」

２ 地域リーダーの育成（１０事業）

「元気県山口」創造のためには、地域づくりを実践的に行うことのできる経営的能力、連携や調整などを
行うコーディネート能力を備えた人材の育成が課題となっている。
このため、「地域づくりは人づくり」という基本的な考えのもとに、企業やＮＰＯ等との協働も視野に入

れ、実践的・体験的な講座等により、活力ある地域社会づくりを先導する人材の育成を図る諸事業を実施し
た。

実 施 概 要
事 業 名

対 象 参加人数 実施方法 備 考

やまぐちひとづくり塾 県民
・講演会 1,883人 講演会７回

22. 6. 6 杉尾 秀哉 (292人)
22. 7. 3 村田 晃嗣 (237人)
22. 8.30 伊藤 洋一 (269人)
22. 9.26 伊藤 惇夫 (247人)
22.12.12 坂東眞理子 (301人)
23. 1.17 伊藤 元重 (220人)
23. 2. 6 五木 寛之 (317人)

・特別講座（やまぐち学） 1,240人
22. 5.9～6.13 古川 薫 (402人) 講座３回
22.10. 2～10.30 小山 良昌 (159人) 講座３回
23. 2. 5～ 3.12 小山 良昌 (525人) 講座４回
23. 2.27～ 3.19 中原 豊 (154人) 講座３回

やまぐちライフ･アカデミー 県民 205人
・知っ得やまぐち講座 講座11回

地域伝統文化継承者育成支援事業 幼児・児童・生徒 3団体 活動費の助成 審査会で選考
及び教職員若しく
は保護者で構成す
る団体

「トップランナー」語り部セッション 県民 95人 トークセッション
22. 8. 7 藤原 茂 １回

やまぐちしょういん学校 小・中・高校生を対 190人
・Ⅰ 部 22.7.31～8.3 象 （115人） ３泊４日の講座
・Ⅱ 部 22.11.20～21 （ 75人） １泊２日の講座



- 3 -

実 施 概 要
事 業 名

対 象 参加人数 実施方法 備 考

スポーツボランティア養成支援事業 スポーツボランティア 538人 事務研修５回 県内各ブロック
184人 業務研修３回(競技

会での実地研修)

行政機関、社協、地
地域福祉活動推進リーダー研修 域包括支援センタ 27人 １日

ー、在宅介護支援セ
ンター、障害者相談
支援事業所、子育て
支援センター、児童
家庭支援センター等
職員

生涯学習活動地域コーディネーター養成 274人 講座４回
講座

生涯学習ニュースコレクター等スキル 31人 講座２回
アップ研修会

環境学習人材づくり事業 823人
・県民向け講座 県民 (398人) 講座14回 民間団体と共催
・指導者向け講座 教員・市町担当者・ ( 54人) 講座２回
・移動環境学習教室 環境学習指導者等 (305人) 教室９回
・宿泊型体験環境学習講座 小学生高学年 ( 38人) 講座２回
・１日体験環境学習講座 ( 28人) 講座２回

３ 青少年の健全育成（８事業）

いじめ、不登校、非行や犯罪の凶悪化など、青少年をめぐる諸問題は、大きな社会的問題となっており、
青少年の健全育成が極めて重要な課題となっている。
このため、青少年教育施設等と連携した自然体験活動や子どもたちの未来への夢を育む活動の実施、青

少年の健全育成に取り組んでいる団体への支援等を通して、青少年の健全育成を推進した。
さらに、山口国体の開催を契機に国体終了後も視野に入れ、スポーツの振興を通じた青少年の健全育成

を図るため、本県の競技力向上に向けて選手及び指導者の強化・育成に取り組む団体への支援を行った。

実 施 概 要
事 業 名

対 象 参加人数 実施方法 備 考

夢チャレンジ出版事業 小・中学生 287人 第４巻5,000部発行 ※ふるさとの先人
刊行委員会２回 達のチャレンジを
取材編集活動 記録

子ども夢チャレンジ教室 小学校５・６年生 94人 実技指導・対話
23. 1.30 と保護者

夢づくり自然体験活動事業 青少年教育施設等
・お山や海のたいけんきょうしつ 幼児とその親 2,336人

青少年等ボランティア活用事業 青少年教育施設等
・通学合宿 小学生 135人
・ボランティア養成講座 一般 231人

高校スポーツ・芸術文化奨学金給付事業 高校生 新規５人 奨学金の給付 選考委員会で選考
継続８人

青少年健全育成活動支援事業 青少年育成団体等 9団体 活動費の助成 審査委員会で選考

出前環境塾 小学生、保護者 587人 講座４回

青少年スポーツ振興対策事業 選手及び指導者の 選手及び指導者の 財団法人山口県体育
強化・育成に取り組 強化・育成費の助成 協会
む団体
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４ 教職員等の資質向上（７事業）

保護者や地域住民から信頼される学校づくりを進めるためには、教職員一人ひとりの資質・能力・意欲
の向上を図ることが喫緊の課題となっている。

このため、教職員及び地域リーダーを対象に、各種研修会や社会体験研修等の実施、自主的な研究・研
修活動への支援を通して、指導者としての幅広い教養の充実と視野の拡大を図り、その資質の向上を図っ
た。

実 施 概 要
事 業 名

対 象 参加人数 実施方法 備 考

やまぐちパワーアップセミナー 小・中・高・特別 42人 １泊２日１回
１期 22.6.23～24 支援学校の中堅教 ２泊３日２回
２期 22.8.19～21 員
３期 22.11.11～13

組織マネジメントセミナー 1,245人
22.10.15 中学校長 (157人) １日 防府市地域交流センター

22. 6.25 高校長 (66人) １日 セミナーパーク
22.12.27 高校長 (74人) １日 セミナーパーク
22. 8.16～17 小・中学校教頭 (67人) １泊２日 ふれあいパーク
22.11.26 小・中学校教頭 (773人) １日 山口グランドホテル
22. 8.27 高校教頭 (108人) １日 セントコア山口

せんせいの社会体験研修事業 小・中・高・特別支 85人 民間企業等(73事業 県内
援学校の教職員 所)、夏期５日間

インタラクティブセミナー 小・中・高・特別支 33人
22.10.14～15 援学校の教頭、県民 １泊２日 十種ヶ峰青少年野外活動センター

22.12. 1 （地域リーダー等） １日 セミナーパーク

人間関係づくり・集団づくりセミナー 小・中・高・特別 26人（教員） １泊２日 十種ヶ峰青少年野
22.6.24～25 支援学校の教員 外活動センター

青少年育成団体関
係者

研究・研修活動支援事業 教職員グループ等 28団体 活動費の助成、大 審査委員会で選考
地域づくり団体等 会への助成等
教育関係団体

フォローアップ（２年次・３年次）研修 採用後１年あるい 257人
事業 は２年を経過した

２年次 22.8.19 小・中・高・特別支援 （126人） １日
３年次 22.8. 2 学校の教員 （131人） １日

５ 調査研究・普及啓発（７事業）

当財団の各種人材育成事業をより充実させるため、情報発信等の一層の工夫改善に努めるとともに、セミ
ナーパーク施設の特色を生かした事業を行うことにより、当財団及びセミナーパークの認知度の向上を図っ
た。

実 施 概 要
事 業 名

対 象 参加人数 実施方法 備 考

セミナーパークふれあいフェスタ 県民 6,200人 年２回(春・秋)
春 22. 5.16 (3,000人)
秋 22.10.24 (2,000人)

※少年サッカー大会 22.4.17～18 (1,200人) ※年１回・２日間

陶ヶ岳体験登山教室 県民 89人 年２回(春・秋) セミナーパーク～
春 22. 5.8 (52人) 陶ヶ岳～火の山
秋 22.10.9→10.10に順延 (37人)

ふれあい農園教室 県民
・収穫(植付)体験 365人(107組) 年３回(春・夏・秋) セミナーパーク～

春 22. 5.22→6.5に延期 (132人(40組)) 近隣農地（無償借
夏 22. 7.24 (96人( 28組)) 地)
秋 22.11.20 (137人(39組))

・貸し農園 11区画(6人) 近隣農家との仲介 １区画 30㎡
賃借料 ３千円/年
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実 施 概 要
事 業 名

対 象 参加人数 実施方法 備 考

クライミング技術講習会 286人
クライミングの部 県民 (124人)9回 クライミングの
小・中学生の部 小・中学生 (44人）3回 基礎知識と実技

アウトドアクライミング 県民 (8人) 1回
ボルダリングの部 県民 (87人) 7回 ボルダリングの
小・中学生の部 小・中学生 (23人) 2回 基礎知識と実技

「ひとの国やまぐち」情報発信事業 県民 セミナーパークの
ＰＲ
ＨＰの充実
公開講座ﾘｰﾌﾚｯﾄの 前期・後期
作成・配付 各22,000部

啓発・広報事業 県民 財団事業のＰＲ
受講者ＤＢの整備

ボランティア活動に関する調査研究 県内の全小学校及 小学校 326校 ・郵送によるアン 調査結果を県内全
び地域住民（ボラン 地域住民（ボ ケート調査 小学校及び市町教育
ティア）、市町教育 ランティア） ・聞き取り調査 委員会に配布
委員会 2,047人 県内4校

市町教委 19

Ⅱ 受託事業

１ 県民学習部受託事業

県民の広域的・専門的な学習機会の拡充を図り、生涯学習を支援するとともに、近年、一段と重要な課題
となっている環境学習に関する諸事業について、引き続き実施した。
また、県内全域をカバーする唯一の埋蔵文化財発掘調査機関として、引き続き所要事業を遂行した。

（１）生涯学習推進センター事業（１事業）

事 業 名 実 施 概 要

生涯学習推進体制整備事業 ｢かがやきネットやまぐち｣の運用による情報提供及びシステムの更新
・ネット村塾コンテンツ作成と配信
・ネットギャラリーの活用促進
・ネットサーチ情報システムの充実

（２）自然共生推進事業等（２事業）

事 業 名 実 施 概 要

こども自然共生活動推進プログラム事業 こどもたちが自然のすばらしさや大切さを学習するため、県民活動団体によ
る自然共生活動を支援し、推進する。
・活動経費への助成 （８団体、2,730人）
・情報誌の発行 （２回、 4,000部）
・ホームページの運営
・体験発表会の開催 （１回、95人）

希少野生動植物種保護支援員の育成 希少野生動植物種保護支援を育成するため、学習の場及び情報を提供する。
・研修会の開催（３回、 51人）
・広報誌の発行（３回、1,800部）

（３）埋蔵文化財発掘調査事業（５事業）

関 連 事 業 事 業 主 体 遺跡の名称 所在地 遺跡の時代/種別 発掘調査面積(平面積)

経営体育成基盤整備事業 古代～中世
山口農林事務所 古大里遺跡 山口市 6,100㎡

二島西第二地区 集落跡

南若川流域治水対策工事 東禅寺・ 古代～中世
防府土木建築事務所 山口市 3,640㎡

（第１工区） 黒山遺跡 集落跡
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関 連 事 業 事 業 主 体 遺跡の名称 所在地 遺跡の時代/種別 発掘調査面積(平面積)

広域営農団地農道整備事業 弥生・中世
柳井農林事務所 奥ノ坊遺跡 柳井市 800㎡

柳井大畠地区 集落跡・社寺跡

都市計画街路二ノ浜中下線 弥生・中世
地方特定道路整備工事 下関土木建築事務所 中ノ浜遺跡 下関市 880㎡
（第１工区） 集落跡・埋葬跡

縄文～古代
上関原子力発電所準備工事 中国電力株式会社 田ノ浦遺跡 上関町 報告書作成事業

集落跡ほか

２ 自治研修部受託事業

元気で存在感のある県づくりには、自治体職員一人ひとりの意識改革と職員の自主的・主体的な能力開発
の推進が必要であり、職員の多様なニーズに応える研修を行った。

（１）県職員研修（３１課程）

実 施 概 要
事 業 名（研修名）

対 象 参加人数 実施方法 備 考

90名 1泊2日、2回 消防学校
新規採用職員課程Ⅰ 県

141名 4泊5日、2回 うち51名(医療職)は2泊3日

新規採用職員課程Ⅱ 県 94名 4泊5日、2回

主事級課程 県 63名 1泊2日、1回

主任級課程 県 153名 1泊2日、3回

主査級課程 県 159名 1泊2日、3回

グループリーダー課程 県 140名 1泊2日、2回

所属長課程 県 43名 1泊2日、1回

管理者特別課程 県 14名 1日、1回

経営分析基礎講座 県 67名 2日、1回

要点把握・整理力向上研修 県 65名 1日、1回

政策形成能力向上講座 県・市町 4名 2日、1回 市町職員(19名)を除く。

政策予算セミナー 県 23名 1日、1回

政策法務セミナー 県・市町 8名 2日、1回 市町職員(11名)を除く。

住民と行政とのﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ実践講座 県・市町 17名 1日、1回 市町職員(19名)を除く。

ファシリテーション研修 県 21名 1日、1回

クレーム対応セミナー 県 32名 2日、1回

プレゼンテーションセミナー 県 32名 1日、1回

コミュニケーション能力向上研修 県 29名 1日、1回

人材育成指導者研修 県 40名 1日、1回

ーチング研修 県 25名 1日、1回

危機管理実務講座 県 41名 1日、1回

県民(9名)、市町職員(38名)
民法講座 県民・県・市町 34名 2日、1回

を除く。

国際セミナー 県 29名 1日、1回
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実 施 概 要
事 業 名（研修名）

対 象 参加人数 実施方法 備 考

危機管理セミナー(災害対応) 県 77名 1日、1回

経済セミナー 県 57名 1日、2回

メンター養成研修 県 23名 1日、1回

職場ぐるみ研修 県 48名 1日、2回 東部高等産業技術学校

通信教育 県 7名 6月、1回

放送大学 県 8名 6月、2回

e-ラーニング研修（２課程） 県 30名 － 地方自治・地方公務員制度

（２）市町職員研修（４１課程）

実 施 概 要
事 業 名（研修名）

対 象 参加人数 実施方法 備 考

新規採用職員(前期)課程 市町 106名 3泊4日、2回 消防学校(0.5日)

新規採用職員(後期)課程 市町 159名 3泊4日、3回

若手職員課程 市町 150名 3日、3回

中堅職員課程 市町 159名 3日、3回

係長級課程 市町 207名 2日、3回

課長補佐級課程 市町 132名 2日、3回

課長級課程 市町 97名 2日、2回

グループリーダー課程 市町 84名 2日、2回

所属長課程 市町 36名 2日、1回

地方自治法講座 市町 39名 1日、1回

地方公務員法講座 市町 26名 1日、1回

県民(9名)、県職員(34名)
民法講座 県民・市町・県 38名 2日、1回

を除く。

行政法基礎講座 県民・市町 22名 2日、1回 県民(6名)を除く。

住民と行政とのﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ実践講座 市町・県 19名 1日、1回 県職員(17名)を除く。

ＯＡ研修(エクセル応用) 市町 36名 2日、1回

ＯＡ研修(アクセス入門) 市町 38名 2日、1回

ＯＡ研修(パワーポイント) 市町 37名 1日、1回

税務事務講座 市町 83名 2日、1回

企画立案技法セミナー 市町 26名 2日、1回

危機管理実務講座 市町 34名 1日、1回

危機管理セミナー（災害対応） 市町 43名 1日、1回

法制執務セミナーⅠ(基本) 市町 58名 2日、1回

法制執務セミナーⅡ(中級) 市町 32名 2日、1回

公共マーケティング入門 市町 24名 2日、1回
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実 施 概 要
事 業 名（研修名）

対 象 参加人数 実施方法 備 考

政策法務セミナー 市町・県 11名 2日、1回 県職員(8名)を除く。

プレゼンテーションセミナー 市町 37名 2日、1回

窓口応接セミナー 市町 41名 2日、1回

折衝・交渉力向上セミナー 市町 32名 2日、1回

ファシリテーションスキル向上セミナー 市町 24名 2日、1回

メンタルヘルスとカウンセリングマインド 市町 33名 2日、1回

自治体のコンプライアンス講座 市町 24名 1日、1回

経営分析基礎講座 市町 78名 1日、1回

新地方公会計制度・NPMによる自治体改革 市町 28名 2日、1回
講座

契約事務(基礎)講座 市町 66名 2日、1回

管理監督者のための人材育成講座 市町 34名 1日、1回

ロジカルシンキング講座 市町 39名 2日、1回

コーチング講座 市町 33名 1日、1回

クレーム対応力向上講座 市町 48名 2日、1回

タイムマネジメント講座 市町 33名 2日、1回

政策形成能力向上講座 市町・県 19名 2日、1回 県職員(4名)を除く。

法務マスター講座 市町 21名 2日、3回

３ 社会福祉研修部受託事業

社会福祉研修の実施機関として、福祉施設等の職員の資質向上を図り、利用者一人ひとりのニーズに沿った
質の高いサービスを提供できる専門的知識・技術と豊かな人間性を備えた人材の育成に向けた研修を行った。

（１）社会福祉行政機関職員研修（１０事業）

実 施 概 要
事 業 名

対 象 参加人数 実施方法 備 考

市町の社会福祉担当職員、健康福祉セン
社会福祉行政機関新任職員研修 56人 2日

ター、児童相談所、更生相談所職員等

福祉事務所の生活保護担当職員（実務経
生活保護担当職員(第１部)研修 43人 2日

験６か月以上１年未満等）

福祉事務所の生活保護担当職員（実務経
生活保護担当職員(第２部)研修 38人 2日

験１年以上２年未満等）

福祉事務所の生活保
生活保護医療担当職員研修 54人 2日

護医療扶助担当職員

福祉事務所及び町の老人福祉・介護保険
老人福祉・介護保険担当職員研修 19人 1日

担当職員

福祉事務所及び町の
障害者福祉担当職員研修 172人 1日

障害福祉担当職員

児童相談所、福祉事務所及び町の児童福
児童福祉担当職員研修 18人 1日

祉担当職員等

福祉事務所及び町の課長、係長等の職に
社会福祉行政指導監督職員研修 1人 1日

ある者

県及び市町の社会福祉施設等の指導担当
社会福祉施設等指導担当職員研修 17人 2日

職員

児童福祉司資格認定講習 県・市町職員 18人 4日
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（２）社会福祉施設職員研修（２７事業）

実 施 概 要
事 業 名

対 象 参加人数 実施方法 備 考

老人福祉施設の新任 2日(年3回) 及び
老人福祉施設新任職員研修 238人

職員 フォローアップ1日

老人福祉施設の職員
老人福祉施設中堅職員(第１部)研修 138人 2日(年2回)

(2年以上5年未満)

老人福祉施設の職員
老人福祉施設中堅職員(第２部)研修 82人 2日

(5年以上)

老人福祉施設の職員で、主任、係長等の
老人福祉施設指導的職員研修 68人 2日

役職にある指導的職員

老人福祉施設長研修 老人福祉施設の施設長等 82人 1日

老人福祉施設の栄養
老人福祉施設調理担当職員研修 84人 1日

士、調理員等

老人福祉施設の看護
老人福祉施設看護職員研修 62人 1日

職員

認知症高齢者ｸﾞﾙｰﾌﾟ
認知症高齢者ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ職員研修 ﾎｰﾑ職員（認知症ケ 93人 1日(年2回)

アの経験3年未満）

老人福祉テーマ別研修 老人福祉施設の職員 99人 1日
（実務経験5年以上)

児童・障害者(児)福祉施設等新任職員 障害福祉施設新任職員 146人 2日(年2回)及びフォ
ローアップ1日

研修 児童福祉施設新任職員 36人 2日及びﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ1日

児童・障害者(児)福祉施設等中堅職員 障害福祉施設コース 84人 2日
児童福祉施設コース

(第１部)研修 （経験2年以上5年未満） 21人 2日

児童・障害者(児)福祉施設等中堅職員 障害福祉施設コース 49人 2日
児童福祉施設コース

(第２部)研修 （経験5年以上) 21人 2日

障害福祉施設コース
児童・障害者(児)福祉施設等指導的職員研修 児童福祉施設コース 56人 4日

（役職にある者等)

障害福祉施設コース
児童・障害者(児)福祉施設等施設長研修 43人 1日

児童福祉施設コース

児童・障害者(児)福祉施設等調理担当職 児童･障害者(児)福祉施設等の栄養士
47人 1日

員研修 ・調理員等給食業務に従事する職員

児童・障害者(児)福祉施設等保健担当職 児童･障害者(児)福祉施設等の保健師
87人 1日

員研修 ・看護師等の保健担当職員

2日(年2回)
保育所新任職員研修 保育所の新任職員 139人

フォローアップ1日

保育所職員
保育所中堅職員(第１部)研修 83人 2日

(2年以上5年未満)

保育所中堅職員(第２部)研修 保育所職員(5年以上) 79人 2日

保育所主任保育士研修 保育所の主任保育士等 103人 2日

保育所の3歳未満児
3歳未満児保育担当職員研修 161人 3日

保育担当職員

保育所の乳児担当職
乳児保育担当職員研修 120人 2日

員

保育所の障害児保育
障害児保育担当職員研修 64人 2日

担当職員

保育所給食担当職員研修 保育所の給食担当職員 166人 1日

保育内容専門研修 保育所職員 127人 2日

保育所地域子育て支援研修 保育所職員 86人 2日

保育テーマ別研修 保育所職員 84人 1日
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（３）地域福祉研修（１事業）

実 施 概 要
事 業 名

対 象 参加人数 実施方法 備 考

市町、児童相談所、
子どもの虐待問題研修 91人 1日

児童養護施設等職員

（４）課題別研修（７事業）

実 施 概 要
事 業 名

対 象 参加人数 実施方法 備 考

ソーシャルワーク基礎講座 社会福祉施設で相談援助業務を行ってい 75人 2日
る職員（経験3年以内）

セルフマネジメント講座 児童・障害福祉関係施設に従事している 49人 1日
者

スーパーバイザー養成研修 福祉施設等においてスーパーバイザーの 17人 6日
立場にある者

社会福祉施設の個別面接業務担当職員
カウンセリング基礎講座 130人 2日(年2回)

(経験3年以内)

組織力アップ研修 児童・障害福祉関係施設の職員で課長、 62人 1日
係長、班長、主任等指導的立場にある方

福祉レクリエーション講座（児童・障害） 児童・障害施設の職員 135人 1日(年2回)

職場研修担当職員研修 社会福祉施設等で職場内研修を担当して 51人 3日
いる職員

（５）介護支援専門員研修（２事業）

実 施 概 要
事 業 名

対 象 参加人数 実施方法 備 考

介護支援専門員実務研修受講試験に合格
介護支援専門員実務研修 388人 7日(年3回)

した者

専任の介護支援専門員として従事した期
主任介護支援専門員研修 間が通算して５年以上であり、かつ、「介 82人 11日(年2回)

護支援専門員専門研修実施要綱」に基づ
く専門研修課程Ⅰ及びⅡを修了した者な
ど

（６）介護専門研修（１２事業）

実 施 概 要
事 業 名

対 象 参加人数 実施方法 備 考

概ね実務経験2年程度 140人 25日(年2回)
認知症介護実践研修(実践者研修) の認知症介護業務従事 講義・演習（5日）

者 実習（20日）

基礎課程又は実践者研修修了者で介護業 33日
認知症介護実践研修(実践リーダー研修) 30人 講義等(9日)

務に概ね5年以上従事している者 実習（24日）

認知症対応型共同生活介護事業所及び小
認知症対応型サービス事業開設者研修 9人 1日

規模多機能型居宅介護事業所の代表者

地域密着型サービス事業所の管理者及び
認知症対応型サービス事業管理者研修 管理者就任予定者で基礎課程又は実践者 96人 2日(年2回)

研修修了者

小規模多機能型サービス等計画作成担当 地域密着型サービス事業所の職員で基礎
31人 2日

者研修 課程又は実践者研修修了者

指定訪問介護事業所におけるサービス提
訪問介護サービス提供責任者研修(初級) 71人 2日

供責任者等

指定訪問介護事業所のサービス提供責任
訪問介護サービス提供責任者研修(上級) 56人 2日

者
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実 施 概 要
事 業 名

対 象 参加人数 実施方法 備 考

福祉用具・住宅改修研修(基礎) 介護支援専門員、福祉用具専門相談員等 79人 2日

福祉用具・住宅改修実務講座 介護支援専門員 24人 6日

福祉用具・住宅改修研修(専門) 介護支援専門員、福祉用具専門相談員等 53人 2日

介護福祉士国家試験
介護福祉士養成研修 137人 8日

受験予定者

訪問介護事業所の介護業務従事者で実務
居宅介護基礎研修 141人 3日

経験３年以内の者

Ⅲ 社会教育施設等事業

青少年教育施設等の特色・独自性を生かした多様な社会教育事業を展開し、幼児からシニアまで幅広い県民に
学びの機会を提供した。

１ 油谷青年の家（４事業）

実 施 概 要
事 業 名

対 象 参加人数 実施方法 備 考

夏だ！レッツマリン 小・中学生と家族 42人 1泊2日

花マル海の探検隊 ４・５歳児と家族 30人 1泊2日

海のお魚つかまえ隊 小・中学生と家族 23人 1泊2日

北浦名産 かまぼこづくり 小・中学生と家族 28人 1泊2日

２ 秋吉台少年自然の家（９事業）

実 施 概 要
事 業 名

対 象 参加人数 実施方法 備 考

秋吉台お花畑プロジェクト１ 家族及び一般 25人 1日

秋吉台ファミリーキャンプ２ 小学生以上の親子 39人 1泊2日
～気軽にアウトドアを楽しもう～ 及び一般のグループ

秋吉台チャレンジキャンプ 小学生（5年～6年） 27人 2泊3日

秋吉台元気キッズキャンプ 小学生（3年～4年） 30人 1泊2日

秋吉台お花畑プロジェクト２ 家族及び一般 23人 1日

われら化石発見隊！ 小学生以上の親子 8人 1泊2日
～太古の時代へタイムスリップ～ 及び一般

洞くつ探検（中級編） 小学生（4年～6年） 10人 1泊2日
～コウモリとの感動のであい～ 及び洞くつに関心の

ある保護者

秋吉台山焼き体験 小学生以上の親子 60人 1日
及び一般

洞くつ探検（上級編） 小学生（4年～6年） 16人 1泊2日
～秋芳洞まぼろしの地底湖をめざして～
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３ ふれあいパーク（８事業）

実 施 概 要
事 業 名

対 象 参加人数 実施方法 備 考

ふれパク夏休み企画
小学生以上 871人 1日

青少年のための科学の祭典

ふれパクとことんシリーズ①
どなたでも 13人 1日

とことん陶芸教室

ふれパクとことんシリーズ②
小学生以上 24人 1日

とことん竹細工教室

ふれパクとことんシリーズ③
小学生以上 23人 1泊2日

とことん木工教室

ふれパクとことんシリーズ④
どなたでも 139人 1日（5回開催）

とことんインラインスケート教室

ふれパクイベント
どなたでも 160人 1日

銭壺ご来光

ふれパク宿泊イベント
宿泊者 122人 週末

週末プログラム

サテライト企画 どなたでも 325人 1日

４ スポーツ交流村（１５事業）

実 施 概 要
事 業 名

対 象 参加人数 実施方法 備 考

毎週木曜日
レディース・フィットネス 中高年女性 181人

年間３９回

毎週火曜日 午後の部は２期から
ハタヨガ入門教室 18歳以上の男女 219人 （午前・午後の部） ２部制

年間各３７回

毎週月・木曜日
コミュニティヨガ 中高年男女 159人

年間各３６回

毎週金曜日
パワーヨーガレッスン 中学生以上の男女 61人

年間３７回

ルーシーダットン・タイ式ヨガ教室 毎週木曜日 ３期から名称変更
中高年男女 55人

（３期名称：リラクゼーションヨガ） 年間３９回

ｷｯｽﾞｸﾗｽ小学低学年 20人 毎月２回
ひかり海っ子クラブ （土曜日or日曜日）

ｼﾞｭﾆｱｸﾗｽ小学高学年 24人 年間各２４回

4/1から10/31まで
マリンスポーツチャレンジ 海に興味のある方 331人

年間２３回

毎月第３金曜日
ウォーキングエクササイズ 中高年男女 29人

年間１１回

POLISPORTIVO KIDS SPORTS CIUB 幼児及びその親 61人 毎週火曜日
（幼児クラス、小学生クラス） 小学生 75人 年間各３４回

毎週火曜日 ４月から７月のみ
Ｗエクササイズ教室 中高年男女 18人

年間１２回

毎週木曜日
メタボリック撃退講座 成人男女 68人

年間３６回

毎週木・金曜日
ピラティス教室 一般成人 171人

年間各曜日３４回
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実 施 概 要
事 業 名

対 象 参加人数 実施方法 備 考

毎週月曜日
太極拳教室 一般成人 80人

年間３６回

毎週金曜日
ハワイアンフラ教室 18歳以上の男女 58人

年間３７回

毎週火曜日
アクアビクス教室 18歳以上の男女 36人

年間３１回

Ⅳ 奨学センター事業

県内に生活本拠を有する者の子弟で、向学心に富み有能な素質を持ちながらも、経済的理由により修学が困難
と思われる学生・生徒に対し奨学金の貸与を行った。

【平成２２年度奨学金貸与実績】

種 別 継続（2年生以上） 新 規 計

国公立高等学校 403人 214人 617人

私立高等学校 919人 445人 1,364人

大学（国公私立・私立短大） 302人 153人 455人

大学 93人 63人 156人
定住促進

専修学校 43人 58人 101人

計 1,760人 933人 2,693人
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Ⅴ 運営に関する事項

１ 理事会

回 数 期 日 会 場 議 事 内 容

第１回 22. 4. 1 （持ち回り） 選１ 理事長の選出について
選２ 副理事長の選出について

第２回 22. 4. 6 （持ち回り） 議１ 役員の給与について

第３回 22. 5.27 山口県セミナーパーク 議１ 平成２１年度事業報告及び収支決算について
会議室（管理棟２階） 議２ 平成２２年度事業計画の変更及び一般会計収支予算の補正につ

いて
議３ 財団法人山口県ひとづくり財団就業規程の改正について

第４回 22.10. 4 山口県セミナーパーク 議１ 指定管理者の公募等への応募について
会議室（管理棟２階）

第５回 23. 3.28 山口県セミナーパーク 議１ 平成２２年度一般会計収支予算の補正について
会議室（管理棟２階） 議２ 平成２２年度受託事業特別会計収支予算の補正について

議３ 平成２２年度指定管理特別会計収支予算の補正について
議４ 平成２２年度奨学金貸与事業特別会計収支予算の補正について
議５ 財団法人山口県ひとづくり財団組織規程の改正について
議６ 財団法人山口県ひとづくり財団事務処理規程の改正について
議７ 財団法人山口県ひとづくり財団財団印規程の改正について
議８ 財団法人山口県ひとづくり財団就業規程の改正について
議９ 財団法人山口県ひとづくり財団財務規程の改正について
議10 公益法人制度改革に係る最初の評議員の選任方法について
議11 評議員選定委員会設置要綱について
議12 平成２３年度事業計画について
議13 平成２３年度収支予算について
議14 基本財産を担保に供することについて
議15 評議員の選任について

２ 監事会

回 数 期 日 会 場 議 事 内 容

第１回 22. 5.25 山口県セミナーパーク 平成２１年度事業報告及び収支決算について
応接室（管理棟１階）

３ 評議員会

回 数 期 日 会 場 議 事 内 容

第１回 22. 4. 5 （持ち回り） 協１ 役員の給与について

第２回 22. 5.27 山口県セミナーパーク 協１ 平成２１年度事業報告及び収支決算について
会議室（管理棟２階） 協２ 平成２２年度事業計画の変更及び一般会計収支予算の補正につ

いて
協３ 財団法人山口県ひとづくり財団就業規程の改正について

第３回 22.10. 4 山口県セミナーパーク 協１ 指定管理者の公募等への応募について
会議室（管理棟２階）

第４回 23. 3.25 山口県セミナーパーク 協１ 平成２２年度一般会計収支予算の補正について
会議室（管理棟２階） 協２ 平成２２年度受託事業特別会計収支予算の補正について

協３ 平成２２年度指定管理特別会計収支予算の補正について
協４ 平成２２年度奨学金貸与事業特別会計収支予算の補正について
協５ 財団法人山口県ひとづくり財団組織規程の改正について
協６ 財団法人山口県ひとづくり財団事務処理規程の改正について
協７ 財団法人山口県ひとづくり財団財団印規程の改正について
協８ 財団法人山口県ひとづくり財団就業規程の改正について
協９ 財団法人山口県ひとづくり財団財務規程の改正について
協10 公益法人制度改革に係る最初の評議員の選任方法について
協11 評議員選定委員会設置要綱について
協12 平成２３年度事業計画について
協13 平成２３年度収支予算について
協14 基本財産を担保に供することについて
議１ 理事の選任について
議２ 監事の選任について


